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5.1電動力応用機器

合理化に基く木曽有の受注環:を抱

`に

各種の記録品が多数製作された｡特

鉄用機船が目だち,なかんずく,33

いった八幡製鉄納12,000HP

板分塊用双電動機設備,佗友金

･6,000fpm■高速 続線材川電気設備,｢l

本鉄板納センジマーミル川電気設備は†l-ヒ

ー界的にも有数の製品であるL､
磁気増幅器による無接点制御ほさらに

一発展し,昨年度発表された静止スイッチ

･(HITAI,OG)アンプリL/-など組み合わ

･せて,今後の制御がます_ますこの幌向に

こ進展することが~予想される｡HITALOG

ほ論理制御回路に用いられるだけでな

く,最近とみに東安座を加えてきた計数

制御の要 とLても有効であり,これに

よって,苓柾産 機械の計数制御は----▲段

之普及することであろうリ

5,l.1分塊圧延機用電気設備

昨年初頭完成した八幡製鉄株 会社納

博板分塊用12,000HPイルグナ電気設備

･ほ,わが国での最大容量であるばかりで

なく,世界最大級の一つであり,引き続き

製作中の同社納,同督ぷこの1セットおよ

び日本鋼管株式会社納分塊1一日lO,000HP

-セットとともに,わが国の製鉄能力の蛸

大に頁 するところほなほだ大なるもの

がある｡

これら各セットはすべて双電動機駆動

力式で,運転の能率向上と良鷹流にほ特

に考慮して製作されてある､ノ主直流電動

機ほ,禰極分路リアクトル町清用,整流

子 作精度の しい改良と,高性能分割

ブラシの採用により,過渡時ならびに過

負荷時における整流特性の画期的改善が

得られた｡直流発電機は急 励磁と良

､流の確保のため,積層継鉄構造を採用し

ている｡

主機ならびに可変 圧制御の補機はす

ベてHTDにより制御され,逆転加減速,

電流自動制限,上下ロール電動機の負荷

平衡など,すべての制御ほ所期の好成箭

第1図 八幡製鉄株式会社納12,000HP分塊圧延機用電動機
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第2図12,000HP分塊圧延機用電動機の加減速時オシ′ログラム

第3L望】日本鉄板株式会社納セソジマー
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須1豪 鋼′日日t三延機用電気設備主概仕様一覧表(センジて-ミルは除く)

J仁 延 機 什 様

ミルロール寸法 故人圧延速度

主 直 流 電 動 機 仕

途 は

納

川崎製鉄し丁一葉〉

大阪造和†(横沢J

東京特 殊 金 属

【-】亜製鋼 (㌘と)

†~【三 娃

二 ㌫`スキ ン ′ミス ミ ル

川前コンビネ√ションミル
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u
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即l‖ぐ

熱田】連続帯鋼ミ ル改造

28`一dx56‖lノ 1,00Orpm

16兢'′/53-′¢×54′′L2,0001■pm

130/330¢･3001- 45mpn】

ル 川
ル 川

アンコイラー

ル 川

リ
ー ル 用

ミ ル 川

300HP

300HP

60kW

3,500IIP

l,200HP

30HP

lOllP

2,5001IP

台数:備 考

複電機子形
複電機子形

を納めた､つ弟2図にそのオシログラムを′Jミす｡.

5.1.2 鋼帯圧延轢用電気設備

33年度ほセンジマーミル,スキンパスミル,および熱

間鋼帯比延関川の電気設備がそれぞれ1組完成しすでに

稼動中であり,さらに5組の冷間鋼帯比延機(内4組は

センジマーミル)用 気設備が弓 き続き完成する｡

し1本鉄板徳山_にJ刺こ納入されたセンジマーミル用電気

設備はその機械設備とともにH産第1-ンJ･機であり,前後

面張力調整範囲の増大と,精密な張力錮j御を必安とし,

｢1勅ドラフト補償やドラフト!-1二やコイルの巻人りのいか

んにかかわら 滅加ず 張切
卜･11

力を--･定にするための適切

なフォーシングー-1二をあたえるよう,茶托のr二人がなされ

ている｡

日本冶金納のものほ,ミル川,リール川電動機はまっ

たく】r~d一電動機としてそれぞれ2台の750HP電動機で

駆動される複電動機形で,リール川ほメカニカルクラッ

チで適宜切り離され,定港主力制御のオフセット減少と,

加減速電流の軽減をはかってある.〕

いずれも甘動制御には400サイクル磁気増価欄夜明川

した｡

5.1.3 線材圧延機用電気設備

33年度完成した住友金属株式会社小倉製鉄所納めのも

のi･ま,2兢′′角ビレットより5mm¢の線材せ最前速度

6,000fpmで圧延するもので,主電動機ほ水銀整流器を

第2 表 高速

スタンド No.

元
虻
延
郡

中
間
圧
延
部

痕
延
瑠

■ィ

｣

1-2

3- 4

5-6

7-8

9-10

11-12

13･-･･･一一14

15･-16

17-22

1
750V,

: 750ヽr･

750V,

750ヽr,

300kW,

380kW,

380kW,

380kW,

750V,

750V,

750V,

750V,

600kW,

600kW,

750kW,

600kW,

第4図 住友金属株式会刊納線材口三砥用直流電

動機群

第5同 定電圧制御系のオシ′ログラム

制 御

連続線材圧延機用

600/200rpm

67即225rpm

675/225l~pm

675/225rpm

電気晶 ー→覧表

1,800kW 900ヽr 2,000A

ISFO-6GT

900/300rpml
900/300rpml
900ノ300-`pm;
900/測Ol-pml

フライングシャー

ポーリングリール

レーリングリール

1 220ヽr, 19kW,

1220/360V, 37.3kW,

l220/400Ⅴ,11.2kW,

6501~pm

550/900rpm

725/1,450rpm

3,120kW 900V 3,470A

ISFO-6GTx2

2,400kW 900ヽr 2,670A

ISFO-6GT

25kW 220V

65kW 220/′360V

25kW 220/440V
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〔a〕MRの定電圧制御

しb〕定速度制御

し一電動機の界磁制御による)

ぐa~JMRの定電圧三制御

(二b〕定速度制御

(電動機界磁制御による)

御
御
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第6[宍l住友金属株式会社納3,120kWJ二･=二切

り夙冷エクサイトロン

電泌とする静止レオナードカ式を採川L, な

‥
‥
･ 度

御を子'トっているにかかわらず,きわめて蝕時間のうちに

胡.地調整を完了し,故

を続けている..=.

に近い速度で好調な醤昔灘転

電気占21の什様は舞3表のようで,水銀整流船のfl棚卸ほ

400～磁気増幅掛こよって行われ,たとえば定電圧≠闇

系においてほ弟5図に示すように回傷時間4/100秒の迅

速な成果を=した′｡､整流器ほ‖力合計7,320kWで,す

べて封じ切り風冷エクサイトロンとし大幅な楕丁制御に

対処するため,消イオン相性の良好な楕イ瀾龍げものと

した=′ また陽極回路､梢イ中層障は粕こ有効な振動電圧

l防止回路を設け陽鰍 陰梅間の振動電比を抑制して,楕

子制御を碓実ならLめてある.

なお上記のほか,人同型鋼株式会社足崎工場跡ナに,

同じく水銀整流器駆動の線材圧延機用電気晶を製作して

おり,近日完成サ定である)

5.1.4 プロセシングライン用各種

電気設備

シヤーライン,クリーニングラインな

どJl-Jの脊椎電気一掃-が33年度においても多

数完成した.

いずれもワードレオナードノブ式のもの

で,HTD,磁気増幅碧詩,光電管などを川

い,州 またほ定張~ノ｣などのIr-t動制御を

一子｣二っているし

川崎製鉄株式会社千葉製鉄所の 2,000

~fpmクリーニングラインに電解沈抑Jll電

源として24VlO,000Aのゲルマニウム

整流器が使川されたのほわが国最初の例

である

5.1.5 荷役機械用電気設備

荷役機械用電意謂傭の-一一般的傾向とし

機
器
第
7
1
受
1
川
崎
製
鉄
株
式
会
社
納
電
解
洗
浄
川
ケ
ー
'
ル
マ

ニウム整流㌍
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て,次掛こ大形高性能のものが要求され,巾:流ワードレ

オナード〟式のものが多く,電動機にほすべてJEM600

酎l如こ採川されてきている.

完成した代表的な荷役磯側に,八幡製鉄株式会社納

1,000t/hアンドーダ,Ⅰ基】西電力株よ会社納25t ケーブ

ルクレーン2基,八瞞製鉄株式会社納500t/h橋形クレ

ーンなどがある.

八幡製鉄株式会社ノi畑_に場納1,000t/hアンローダは,

叩二糾tけ旨の大柳-i:機で,バケットは7m3 の鉱イ了を含め

て30tに達し,バケツ開聞,巻_い､■川に2台の400HP直:

流電動機を川い,HTDを仙川したレオナード制御を行

ノーている.一

巻上勤rl軸こほ,バケツの闘閉状態に止こじて,磁気増

幅粗.汀rDのルーフを通じてn荷平衡制御,摘速制御

川路を付かL,=附な巻ヒ動作を子｣:っている｡

さら 滅加漣
●

､に を子~j二まっしめるため,電流制限川路に

第8図 八瞞製鉄糾l,000t/h階上機川`【旨気r打一工場組合せ訳蘭闇洒
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第9図 自 動 運 転 オ シ ロ グ ラ ム

新しい方式を採川L,加減速電流の波形

率を-･段と改善して加減速時間の短縮を

ほかっている二.

走行動作ほ,陸側海側の各脚に2台ず

つ計4台の直流電動機をHTDをJ机､た

レオナード制御を行い,同時にセルシン

発受信機,磁気増幅器,昇圧機の開国路

で各脚相互の揃速積分制御を行い,手-1す側

脚の斜行を防止している｢

同じく八幡製鉄株式余剰･納500tノ11橋

形クレーンは容ぷ:か異なる机 制御方式
第10図100V3kVA単相

P-BM形女流定電圧装繹

ほ上記とほとんど周一･である1

関西電力株式会社黒部川第四発箇所納25tケーブルクレ

ーンもHTDを使用したワードレオナード制御方式によ

るもので,巻上能力25t,扮粍233m,f珊1598m,供行

範囲470m,走行範囲 210mに及ふ人容量機である

その特長ほ,巻_ヒ 電動機の 度制御特性を改善して巻

上能率の向上を計り,AISE600削紺二流電動機の採用

による慣性を小とすることにより,速は性や過緩流制限

などの制御特性の向_卜をHぎしたことである

また32年度に引き続き,インド･タタ製鉄会社よりレ

ードルクL/-ン,EOTクレーンなどのl受;_盲三があり,ArSE

600番直流電動機約50f~†とその制御装置壬か巨飢Ilされたこ.

このほか特殊なものとして日本塵金成株式会社に納め

たスパイクプラー装滞日､J･天井クレーンの電気品がある._

これは従来,油圧またほ空気圧で行っていた電解工場

の電極交換を全電気式で行い,電極頭だほ掴み,90度振っ

て先端を断ちきる作業などを,タイマーにて電動機のト

ルクを適宜変えて行えるようにしたもゲ?で,ペンダント

スイッチによる間接制御方式のため,底′-巨でクレンの運

転と電極交換作業を1人で同時に行える便利なものであ

るっ電動機は三相誘導電動機で,電極の掴み,位躍ぎめ

にはIB(インダクション,ブレーキ),巻上i･こほCF制

御を用いた｡

5･1.d 交流巻上轢用電気設備

巻上機ほ次第に交流化してきており,32年度の常磐根

鉱株式会社納4サイクル制御交流巻上機川電気品に引き

続き33年も5サイクル整流子形発電機による低周波制御

交流300kW全自動式(手動兼用)竪坑ケージ巻上機用電

気品1Jモを同和鉱

業株式会社花岡鉱

業所に納入しノた､

第111叉l｢Ⅰ産l二l動卓株式会社

納200kVA誘導電拝調整部

川l′l動制御キユーピクル

本巻_1二機ほ2段ケージにより鉱中,人出および

週報を行うものである｡フ｢ログラム減

材の

を行い,正雄な二

着氷をうるために5サイクル低周披一制御方式を採用し,

減 時【'_l動制動力制御を行っている′.1

i二i動TFiり御系ほ磁気増幅器,交流励磁機,5サイクル低一

川波交流発電機,主電動機,指 発電機よりなり,プロ

グラム指令と指連発電機との偏差により七電動機の電圧.

を~制御しで制動力を加瀬するとともに,主電 機の二次:

抵抗を順次切り梓えることにより所近のプログラム運転

を‖滑に行うことができるもので,抑ボタンによる全l]

転が~叶能である

__f二記mf言号装踏も同時に納入し.た._.本装閏ほ親慣と聴
覚とを併用した安令確実な時計式であり,信号押ボタン

によりト1己および相手方のベルを鳴らすとともに打数を

時計式に指ノJミし†.用･が･致して初めて,運転IIJ能とする

カ式にL.て演拙作の絶無を娼jした.

5.1.7 各種特殊電源装置

液近Ⅰ.B.Mなど電子計算機や通す.†憾またほ特殊試験設

備の電源に定電圧,定周波またはこれらの両方の不変な

電源装聞宜要求せられることが多い_ 所要矧受,容量な

どによf)時々の方式があるが,33年度実施した二,三の

例を示す.〕

P-BM 圧電定-変形 r管で二相電動機を回転

させて擢動変圧器を調察し～｣1ノコ電圧を--･定に保つ方式で
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小形軽量,取扱簡易,波形ひずみがない,周波数変動の

影響を受けないなどの特長を有している｡

標準仕様は,

100Vまたは200V 50/60(J

l.5～6kVA(単相)またほ4＼ノ6kVA(三相)

で,入力電圧士15%,周波数士5へノの変動に対して出力

電圧ほ土1%以内であるu

大容量定電圧電源用としてほ誘導電圧調整者削こよる交

流定電圧方式がある〔弟1】図は日産自動車株式会社へ納

入した自動制御キューピクルであって,誘導竃圧調整郡

自己容量200kVA,制御 動機1HPを日動制御するた

めに大形の磁気増幅器を内蔵しており,析度ほ｣_1浴以

内である.⊃

このほか日動定速度制御をしたワードレオナード騒動

の直流電動機により交流発 機を駆動する定周波電髄の

例も多く,日本IBM株式会社に納入した100kVA三

相交流発電機や原子力研究所に納めたⅠ.B.M∴電源川

30kVAなどがあるしJ

5.1.8 選炭コンベア総括制御装置

炭坑の 炭能力の増大にほ斜坑コンベアは有~ノ〕な 一手

段で,この電気晶ほ近時にわかに大馬力,多数竃動機と

なりつつあり,したがってこの制御も絵描運癌化されて

きている｡

昨年度口木炭砿株式会社二島砿業所に納入した

坑ベルトコンベアの電気ぷlほ,この穐の代表的なもので

ある｡

コンベアは 300HPl台および400HP81三千計9合の

高圧耐爆形誘導電動機によって駆動され,ベルトコンペ

ア総 約3,000mに達する..その制御装吊は坑内の各電

動機側に設置される電動機主‥tl路川繭爆~高圧気叶り謂閉器

と現場操作商および各種故障保護川開閉詩語姐 坑外選炭

場にある司令所l月の闇光運転操作盤と坑外設置の継

キユーピクルなどよF)なるり その運転は,竃動タイマー

による坑｢l側電動機よりの順序起動,坑転倒電動機より

の順序停止,全コンベアのいっせい停止,運転室と坑内

各電動機側との問の信月▲などを--▲人の 転手が操竹: ｣二

の抑ボタン操作によって行う.)重たコンベアの各位故障

の保護,故障コンベア以降のコンベアのいっせい仇ヒお

よび操作盤への故障の止減表ノjミなどはtヨ動的に行われ

る｡各コンベアの現場単独運転も可能である､〕本桐爛J装

置の特長ほ操作母線の本数が非常に少ない簡潔な方式で

あること(共通母線は4木),制御器具の棍放と数量が

非常に少なくてすむことおよびいかに総 の長いまた電

動機台数の多いコンベア設備にもそのまま適I■Hしうる標

準方式であることなどである｡第12図に高圧気中開閉

器(各 動機側に設置)をホす｡

電動機ほ全閉外扇安全増防爆二 ご膨回転子式の二

第12図 SUXX形

WHPK 式高圧気

中開閉器 し東棟第

328号(｢り二

相誘導電動機であF),定格電

圧は3,150Vであるがコンペ

ヤが長いため, 動機の設置

距離の相異によるケーブルの

電圧降下を検討し.電源

の変動,ケーブルの電圧降下

の棚異,流体継手のひきづり

回転力を考慮L･,各機が満足

に負荷を起動,運転でき,ま

たひんばんな起動停止に耐え

られ･るように特別の考慮のも

とに設詔さかている

5.l.9 ポンプ速度自動調整装置

大規模な取送配水ぷ備で,流もミニ,水圧を故適の状態に

するため行程のl上l動調整が行われる_.一一例とLて,配水

池よりの流肝El圭の変動に対処し常に配水池水位を一定に

保つよう,〕去水ホン7髄 相

､
-

隙 制を度

御する装~妄■誓を新潟県常1二業川水道設備として製作納入し

た_:門J水油水f､‡を検J11し5km離れたポンプ場に送り,

磁気増幅碧削二より主電動機用液体砥抗器の拙作電動機を

回転せLめて主電動機速度を自動儲博するもので水位の

変動は常宣｣00mm以内になる｣

弟13図ほ流;_il:を制御するための差圧発凝都である｡

5.1.10 工作機械用電気品

二t二作機械の発j_勘二伴い,その電気品に対する要求もま

すます高度のものとなってきた.､_.帖に故二近その傾向を弧

ヾ二してきた数値制御は【二作機械の面で広くう■晶旧されると

考えられlし)ヒ製作所もその開発に大いな努力を払って

おり,パラメトロンJt:,トランジスタ式,HITALOG(無

桜点継 替封
ノ℃など脊椎の計数機偶のものの研究または

製作が進捗Lている∴.

---･般の工作機川電気晶でほ操作性,制御性のみでなく

形状,保護構造,ノ左合性などにつき改善された各種電気

品が製作さj~した...

第13図 流 発 振 器
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第14凶 器上川交付枠中1転式の電磁制御焼

第15図 工作機用

電動機高周波

第14図ほ器具取付枠をl■鴨ミ

式にして,従来のスペースの40

%までに′ト形化した工作機州電

磁鹿である.

機械の象形,動作カ｢∫勺,操作

順けの矢印などをランフのフリ

ッカによる点灯でホして操作性

を高めたペンダントスイッチも

製作され好 であった(

･-･月急激にその応用分野が広

げられたトランスファマシンも

その高生敵性,l甜j言敵性および

安全帖はその･制御装置に負うと

ころが少なくない｡制御装閻よここ数隼間で数仁セット

を製作納入したが近 日動化の度合が進むにつれて,切

別のみでなく,組立制御,集塵装~iF亡や切粉搬=などの補

磯制御,あるいは製品の精度維持.機械の保合を図るた

めの検渕を自動化Lたrl動検測制御など行余れるように

なったこ

このほか工作機用電動機中特色のあるものとして■高周

波電動機がある.ノ軽合金川の小形 フライスとか彫刻

機f~†jに適するもので坑､兢HP6,000＼15.000rpmで,

ベアリングほ10,000rpm以下ほグリース潤汁ト それ以

上ほ噴霧潤附を行って好成績を得ているt~弟15図卜二.

5.l.11印刷轢用電気品

印刷速度の高速化iこ伴い新い-､制御力式の開発が盛ん

に進められている｡

輪転機は0より最高速度までの間をステップレスに速

度制御を行えることが要求される｡この要求に応えてレ

オナードまたほICモートルが採用されてきている.∵ さ

らに印刷速度を下げることなく最高速

紙を継ぐ日動紙継装置も製作された｢

転のまま確実に

また多色刷印刷物においてほ,令色が正確に所定の閥

第41巻 第1号

係仁l(iた一己に印刷されることが最も重要であり,この各色が

所定の位㌦引こ印刷されるためにほ紙の張力を▼･定にする

必要があー),このためt■l動張力調整装置も製作された｡

5.1.12 そ の 他

その他から特異なものを取りあげれば,

(ト)トランスファカー川 気設備

日産自動串株式会社横浜工場に自動車組立工場の一運

搬設備として,直流電動機駆動トランスファカーを2組

納入した,_.トランスファカーの 度ほ90m/ninでその

仲止精度ほ ±10mm という厳密さを要求されるもの

で,そのため2.5kWの直流電動機をワードレオナード

方式でHTDにより定速度制御を行い,停止前9m/min

の徐動速度を得て停止指令により日動的に所定の場所に

悼止するものである｡現地運転の結果停止精度は士6mm

の好結果をうることができた｡弟柑図ほ本設備の操作

机をホしている｡

5.2 電 動 機

32年に引き絞き,各桂電動機の製作は活発をきわめた｡

以~卜大形誘導偏動機,同期電動機,防爆形 動機,小形

電動機の順に33年度の傾向と特異なものについては個々

にその概略を述べる.二

5.2.1 ミル用誘導電動機

八幡製鉄所八幡工場納分塊圧延機用イルブナ変流機設

傭として9,000HP主誘導 動機,225,000HP-SeC蓄勢

輪,同始動装置を完成納入し,好調のうちに運転にはい

った｡弟17図ほ工場試験中の同セットである｡

本誘導電動機の

(1)同定-~r枠ほ鋼材熔接構造とL･,軽量かつ頑丈な

ものとした

(2)電気材料は日立で鯛発し,高圧コイル絶縁用と

して好結果を得ている不飽和ポリエステルワニスによ

るB程絶縁を使冊,温度上昇ほ500Cとして余裕をもた

せ.コイルほ眉間短絡の恐れのないクンターンコイル

を採川してある｡

5.2.2 大容量高速度誘導電動機

32年から製作にかかった4,000HP 2極電動機4台が

完成した｡日立製作所は5,500HPほかこの機種の製作

の豊富な経験を有し,職後もいち早く 4,000HPを製作



動

雛171雫1__J二場試験小の八幡~阻鉄楳式会社納

12,000HPイ′レ ン'∴ナ変流機

したが,その純鹸を′Iミかしさらに術i㌫上位々改良を加え

た結果いずれもバランス調腰細 業はきわめて容易で振動

も小さ十抑えることができた′ さらに巻線形4,000HPl

子｢,2,400HPl子†を製r回-であり,また齢水ボン7り川とし

てかご形1,600kW3合およびボン7｢川合矧神杉510IIP

2台を製作中である丁

5.2.3 冷凍機用誘導電動機

特に騒斉を嫌うビルディングの冷凍機川電動機にほ水

冷クーラ付きのものを製作してきたが.さらに冷却力式

を改良して′J､形化をほか一-)ている この形は磁気,機構

騒膏せ低く設計されているが,通風ほ,ま一一つたく機外に

川ないからi虚凪騒｢■7▲も問題にならないのほヰ)ちろんであ

るが,暖弟られた排気に上一-)て狭少な羊肉の温度を_卜げ

ることがないことが甘､‡1ミである..

第19図は故近完成したl礼節形電動憫である.J同一一川

途に便川し,閉鎖通風形で細-i■Jとけ--の騒一別′1三能をもつ

ことをt~‡標に設計されたもので,特殊構造のサイレンサ

をイJ､L,適躇摘狛■て･の大部分ほこのサイレンサによって打

ち消されており外観を従来と---･変した何形のデザインと

した｡

5.2.4 同期電動機

最近ほ同期電動機のプ.‡要が増加1L′ているが,33年は32

年に比してさらに多数が製作された｡弟3表に大形のも

応 41

第181望l八幡製鉄株式会社納4,000HP6,300ヽr
3,600rpln 2極誘導電動機

のの･■琵をホすし.特化 構

造凍それぞれ進歩し,島能

率で. よな利便に
‥

■隊転

うに設計上の改良も加えら

さ
●

(1)往三復動任締機川向

制電動機

け親電動機の需要ほ各穫

化学_l二業およぴガス供

い吊ナの托師機川が故も多

く,虎京ガス豊洲工場納

第191ヌ1240HP 4歓

1,500rpm閉鎖通風形
冷凍機用務導電動機

第20図 往復動圧縮機用同期r

第21怪l超 同 期 動 機
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第3表 同期電動機33年度製作納入一覧表

用 途

往復動址桁磯用(1,000HP以上1

パルプグラインダ用(1,000HP以上)

セメ ソ~ト ミ ル用(超同期電動機)

電動発電機用(1,00OHP以上)

計

延一LヽFコ

23

6

7

13

49

しただし大形のみとし製作中のものを含む)

延 馬 力

50,780

12,000

6,000

27,800

96,580

立

2,500HP 級をはじめ舞3表のように多数製作されてい

る｡これらはすべて対向釣介形仕縮機用のもので最近の

傾向として虻縮磯側の要求で回転数の速いものが多くな

り,また大牢量化しつつある｡この傾向ほ今後ますます

助長されるものと考えられる(第20図).｡

(2)パルプグラインダ用同期電動機

パルプグラインダ用としては第3表にホすごとく,計

6台を製作Lた｡これらのものも漸次容環二が大きくなり

つつある√.

(3)セメント7二業川 ji利別電動機

超同期竃動機ほすでに20台以ヒも製作されたが,各部

構造にも改良が加えられて組立分解が便利になり,また

制動力自動制御機構にも工人改良が行われで制動はさら

に円滑に行えるようになっている(弟21図)こ.

(4)電動発電機用同期電動機

誘動電動 に比較して,力率,効率が良好な点よりし

て,電動発電機用として同期電動機のノノが利点が多い｡

5･2･5 工場防爆電動機

化学工業の著しい発 によって多種の磁気機械が偵川

されているり これらの化学工 においてほ各種の爆発川三

ガス,恭気または粉塵を放り扱っているものが多い｡こ

れらの危険なガス,蒸気はい/_)たん点火源にさらされた

場合に爆発の危険性が多いので防爆形電気機船が値川さ

れるようになってきた｡コL場防爆電気機器についてほ労

働省安全研究所が主体になり,昭和30佃こr二場電気設備

防爆指針が発表された｡

防爆柄 にほいろいろあるが,電動機にほ安仝椚二転よ

び耐圧防爆構造が多く使用されている.-･最近ほモートル

を屋外に設閏し建築費の節減をほかるため屋外形電動機

第22図 藍外形耐圧防爆

電動機

第41巻 第1号

の要求が多い｡弟22図はその一例でフレームの各接合

部分を防水構造とL,風雨にさらされても浸水のおそれ

のない屋外形耐圧防爆モートルを示す｡

電線用ケーブルほキャブタイヤケーブル(低圧),およ

び妖ケーブルが使用されていたが,ブチルゴム絶縁クF

ロブレンシースケーブルまたはポリエチレン絶縁ビニル

シースケーブルがだんだんと使用されてきた｡従来の駄

ケーブルのようにコンパウンドの充填の必要がなく,電

気的にも性能がすぐれた特長をもっている.｡

なお今後防蝕を特に考慮L･た防蝕防爆形電動機の需要

も増すものと一l患われる｡

5.2.d 小形電動磯

小形電動機ほ32年度に引き絞いて小形軽量化が進めら

れ新系列が確立されたことと,また各種新

あった｡.

品の開発が

三相かご形30HPまでが新JEM寸法により小形軽量

化され,また新しく反発起動単相モーいレ400W,750W

が完成された｡これらはいずれも故新の電気材料の合理

的な使用による しい設計によって 成されたものであ

り,これにより小形電動機の酪窮イヒほ完成された.｡また

一一カ,蝿産設備も,オートメーション工場の完成により､

高精度の生産機憫と危産態勢が完備された

新製品の主なものとしては,モートルナーリー,周波

数変換機を川いた高周波モートル,′卜形整流予モートレ

などがある′｡

以卜小形モ【トルのうち,柑 あるものをあげれば

(1)単相モートルの新形完成

標準反発起動甲相モートル400W,750W(TFO-KS

4極)の新形ほ従来形に比べて容積で約70.%,重量で85>

%程度に小形軽昆化されておi),二れらは,それぞれ新

しいコンデンサ起動コンデンサモートル400W(TFO-

KQ,4樋),三和2HP(EFO-K,4椀,新JEM寸法)

と取付け寸法ほ同一である.二.

マイラー絶縁物により小形軽_造化しても特性は良好で

あり,また絶縁電線,溝絶縁物,ワニスなどほ,~すべて

新Lいポリエステル系のものを採用しているので,耐熱

寿命がいっそう長くな/,た､-

第23囲 新形反発起動単相モー 第24図100W工作機用クラッ

トル(400W4極TFO-KS) チ･f-トル(形式CLMEイK)
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(2)小形三相100W工作機川クラッチモートル(第

24図)

モートル軸とクラッチ軸とが分離されている分離形ク

ラッチモーl､ルで,すぐれた立上り特性,停止特性を有

している｡

(3)小形単柚モートル

茶托の要求に応じた小形単相モートルが製作された｡

たとえば,力事故善用コンデンサの不安な200W分相起

動コンデンサモートル,竪形横形共川可能の2001～rフラ

ンジ形コンデンサ起動モートル,家庭用機器に理想的な

200W防振形コンデンサ起動モートルなどのほか,工場

防爆指針にのっとった200W耐圧防爆分相モートルがあ

る｡

(4)小形整流丁モートル

複写機用またほ印画紙乾 機川なの特殊周途として

151V程度の直流またほ交流ギヤモートルが作られたし.

回転数は数rpm錯度のものもある｡このほか交流直巻

式で1001lJの家庭=コーヒミル=などがある′

5.3 制 御 器 具

33牛皮製[晶とLて梢色あるのはHITALOG(無接点形

継電器)であろう｡音程論二哩回路に,また計数制御回路

に,磁気増幅器と組み合わせて,完全無接点制御方式と

し,今後の工業用 に広く普及してゆくものとイi†ずる.｡

高圧気中電磁接触者別･まさらに各種の用

特色を発揮しつつある｡

に応川され,

断容量も50MVAのものまで

完成した二.また工業計器と錮｣御盤を組み合わせ,いわゆ

るプロセス制御と電動力応瀾晃一一抹として 繋づけたも

のの=現ほ今後の進展を大いに期待される-一制御郁面で

あろう｡

以~~卜33年虔開発された特長ある断裂1171を鮒介する｢_ノ

5.3.】静止スイッチ(H什ALOG)

計数制御および論理制御 子として開発した小形で高

信傾度の静止形スイッチである｡入力信一片の数,極性を

対象に判断し判断の結果をJlけ川こf_1_‡す機能をもってお

類には"And,""Or,""Not,""Memory"

および"Time Delay"の基本5

子が製作されている

丁のほか行種複合議:

5.3.2 アンプリレー

小形継電器とこれを励磁する小形磁気増晰轟とを組み

合わせた超高感度継電器で,交流直流いずれの入力によ

っても動作する｡リレーの感度は入力調矧こより,動作

点と釈放点の幅は磁気増幅儲の帰還度により調整でき,

各種高感度保護林電器や微小人~力倹山用継電鋸として応

川できる｡

5.3.3 3.45kV50州VA高圧気中電磁接触器

さきに完成された3.45lくV200A,25MVA高圧気中

第25岡 静止ニスイッチ"HITALOG"

磁接触器にひきつづき,3.45kV400A,50MVA電磁二

接触揺が開発され,すでに昭和イ_刷トそのほかに多数納入

な調好て｢し

▲
｢
･
.
｣

さ ている｡木器ほ 2,000HP

以下の高圧電動機の主何路開閉器として,各穐の電動力

応用力画に用いられるもので,その著しい特長としてほ､

遮断容量が大きく.機械的および電気的寿命が長いこ

と,高頻度の開閉に耐え,f貯､1:点検が行易であることな

どがあげられる..

5･3.4 マインパワーセンタおよび接地継電器

炭坑坑内動力川可搬変電設備としてのマインパワーセ▲

ンタが多数完成したゝj

坑内用防爆接地継電 はマインパワーセンタに付属し

第26匪17ンフリレー

第27図 3.45kV400A50MVA 高狂気中電

磁接触器(形式WFH-3S)
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て低圧動力ケーブルの接地継

立

および絶縁状態の監

視のために開発されたもので,接地の

センタの二次

ほマインパワー

断器がトリップされる｡接地検Hには磁

気増幅器を川いているので,きわめて高感度かつ確実な

動作をなすこと,ケーブルの描線時でも絶縁抵抗を測定

できること,点検保守が揮易であることなどのすぐれた

J特長をもっている.こ｣

5.3.5 防爆気中遮断器および集団電磁開閉器

坑内低柾動力主胴路用単独設程形防爆気中 断器(定

格三川600VlOOAおよび225A)を完成した｡IJ立ヒ

ユーズフリー 断器を内成L,過払荷および低電圧保

を子~fう｡接地継電器と組み合j)せてケーブルの接地保護

を行うことも~l-†能である､_ニ操作ほ外耶操作ハンドルによ

って軽快に行うことかできる_ 一一九

完成された.､J本 の器機憫缶内址器

囲電磁開閉器も

よにじ′1中 る保守の

使,所要･据付面積の減少などの利点により今後ますます

多く採用される機運にある(第29図)′-J

5.3.る 新形スプリンクラポンプ用制御装置

さきに開発された高圧気中電磁接触器を｢育三体とし,断

j略号削こは早切機構のあるセクションスイッチを使川し,

かつ全機器を同一-･キユーピクルにまとめて保守点検に特

に便利なように攻良した.

5.3.7 2′500Å直流電磁接触器

32年度完成した1,500Aに引き続き33隼ほ2,500AGPF

形庶流竃磁接触器を完成したリ

15msのⅠノfl荷で10,000A,

5,000A であるり

5.3.8 新形押ボタン開閉器

断容量ほDC250V

DC600V15msの場合

多接点式で小形にまとまった新形抑ボタンスイッチが

開発さjtil三二産にほいった.二､

a,b行2接ノ∴ほで取り付けられるL_｣温点榔は耐弧l性

のメラミンアスベスト仙こよるケースに透明マイカ板を

裏張F)したアクリル製カノミーを付し,抑ボタンの内触ま

伸締汗川三のネオプレーンゴム似により 仮して,俳鹿構

造とするとl潮時に点穐手人力=こ便利な構造としてある

(第30図).｣

5.3.9 自動原料供給制御装置(第31図)

昭和電二L冨山工場にカーバイト†l濾を完全日動化Lた

釈料供給制御装~闘を納入した._.これはわがl:司最初のこの

種日動化製品で,大柳-.ち磁気腑こよるカーバイ巨生産の

原料となる石灰れとコークスとを適丑混合して電極3本

へそれぞれ8個の投入Ilから供離する装置で,電極のま

わりの8個のダー†を1--4 --7 -2-5--8
3--6--1のよ

うにむらのない選択制御を行い,かづ=J変タイマーによ

って原料の供給間隔をも適宜,所望値に制御できる｡

5.3.10 dOOÅフレームヒューズフリー遮断器

;されていた 50A,100A,225A に加え,

第41巻 第1号

雛28図 UXX形GR式防爆接地継靂器

〔東検第419号(ノーり〕

雛29l冥ISUXX形WM3式集団電磁開閉一拷;-‡

[九検第2656号(圧)〕

第30図 新形押ボタン開閉器

第31囲 町1和電工納rl動原料供給制御登眉

電磁制御盤

AC600V25,000A

3極ヒューズフリー

時1～2′～で

容量をもつ,600Aフレーム

断できる.二

完成した｡回路の短絡事故

定格電流の種類は600Aより125Aの間11種類あり各

極毎熱動,過電流引外し装置を内臓している｡



動 力

5.3.11SK形電磁開閉

器の新系列の完成

小形軽硫化の要望にこた

え,SK形の新系列を完成し

た∴軋~tヒは従来形に比し約

60%であり,また過負荷保護

用の 動継電器ほ手動復帰の

周囲混度補正 置付としたし二,

5.3.12 電動機制御用キュ

ーピクルおよび集中

制御盤

産 動力設備の合理化が進

箭32図 閉鎖形

(SK15形P2式)

電磁開閉器

むにつれ,その高圧開閉装置

も【日米のコンパートメント式開放式よ

り閉鎖形へと進歩移行してきた｡

また工場で完全組立をし厳楕な試験

を完了したままの姿で輸送されるため

現地での尉1立てはきわめて谷易であ

る｡

33年度の製l朴 代
.U- 的なものは,東

京瓦斯納の二重相線式CE20形キユー

ピクルで,これほガス匠縮装吊の･受電

および2,500HP同湖竃動機駆動ガス

圧縮機,2,100HP誘導電動機駆動ガス

ブロアの制御用高圧開聞装置であって

全面数ほ22台ある｡

第33図は油なし磁気遮断器を引き

出して点検中の正面写真図である｡

なお多数 動機のある場合,設備全

体の運転状態を確実に把挺し合.既約な

運転を子-fうために集申制御盤を採用す

機 器

第4表 新系列電磁開閉器の標準
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定格電動機容量

枠 番

SKlO

SK15

SK 30

SK 75

JIS

被･片･種

A-1-1

A-1-1

A-1-1

A-1-1

SK1501A-2-2

200Ⅴ 級 !400,500V級

lIP!kW

ることが一般化してきている〕

幡
て＼■ノま図43弟

HP;kW

3l2.2

5 3.7

1017･5

50i40
75i55

鉄株式会社に納入した12,000馬力分

塊圧延電動機関係の電気室内全電気品の

る⊃

中制御鹿であ

第33図 CE20形キユーピクルⅠ仁面l又l

第34図 八幡製鉄株式全社八幡製鉄所刊12,000HP

可逆式分塊圧延機集中制倒盤




